令和7年度の事業報告書
特定非営利活動法人さくら

１　事業の成果
令和7年度、特定非営利活動法人さくらは、地域の子ども、高齢者、そして地域住民を対象とした複数の事業を継続的に実施しました。
子どもの健全育成を目的とした「子ども食堂」および「寺子屋さくら（無料学習支援）」には、町内の小中学生が継続的に参加し、食事支援と学習支援を通じて、家庭や学校以外の“安心して過ごせる居場所”として機能しました。近年は、不登校傾向にある児童生徒や学校生活に課題を抱える子どもの参加もあり、関係機関と連携しながら見守りと支援を行いました。特に、不登校となっていた生徒については、要保護児童対策地域協議会（要対協）の構成員として学校や関係機関と連携し、通常登校へつながる支援を行うなど、地域における子ども支援の役割を担いました。
また、本年度から新たな取り組みとして、中学生主体の地域活動「まちづくり部」を開始しました。子どもたち自身が地域資源や地域課題について考え、商品開発や地域活動に取り組むことで、地域への愛着や主体性を育む機会を創出しています。
高齢者ふれあい事業では、「認知症カフェ」や「健康マージャン教室」を通じて、地域高齢者が定期的に交流する機会を提供し、閉じこもり予防や介護予防にも寄与しました。
さらに、社会教育事業として実施した「認知症サポーター養成講座」は、住民、役場職員、小学生などを対象に開催し、地域全体の認知症への理解促進と支援意識の向上に貢献しました。
普及啓発事業では、ホームページやSNSを活用し活動内容を積極的に発信することで、地域内外への認知が広がり、新たなボランティアや支援者の参加につながりました。
これらの取り組みを通じて、地域住民同士のつながりが深まり、世代や立場を越えた支え合いの輪が着実に広がっています。

２　事業の実施に関する事項
（１）特定非営利活動に係る事業
	
事業名
	
事　業　内　容
	実施
日時
	実施
場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数

	こどもの健全育成事業
	子ども食堂、無料学習塾、子どもの居場所、制服等学校用品の譲り渡し
	月・火・金11時～14時
土・日10時～16時
	当事務所
	15名
	町内の小中学生約40名

	まちづくり推進事業



社会教育事業
	まちづくり部




認知症サポーター養成講座
	毎月第二・第四日曜13時～15時
9/29、1/13
	当事務所



町内企業、役場、当事務所、小学校
	3名




7名
	町内の中学生約10名



町内企業職員、町内住民、役場職員、小学生


	高齢者ふれあい事業
	認知症カフェ、健康マージャン教室
	水・木
12時～16時
	当事務所
	3名
	高齢者、高齢者家族、地域住民
約20名



（２）その他の事業（定款に「その他の事業」として定めている場合のみ）
	
事業名
	
事　業　内　容
	実施
日時
	実施
場所
	従事者の人数
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